
 

 
第２回 横浜市鶴見スポーツセンター指定管理者選定委員会会議録 

日 時 令和８年８月６日（木）15 時 00 分～17 時 00 分 
開 催 場 所 鶴見区役所６階８号会議室 
出 席 者 林委員長、巴委員、上野委員、日向委員、望月委員 
欠 席 者 なし 
開 催 形 態 公開（傍聴者３人）※一部非公開 
議 題 鶴見スポーツセンターの指定候補者の選定について 

（応募団体によるプレゼンテーション、質疑応答、審査、採点） 
決 定 事 項 鶴見スポーツセンターの指定候補者として「横浜市スポーツ協会・横浜エクセレン

ス共同事業体」を選定した。 
議 事 １ 定足数及び会議の公開の確認について 

委員５名が出席しており委員会が成立している旨、事務局から報告。 

  令和８年度第１回委員会で決定したとおり、応募団体によるプレゼンテーショ

ンと質疑応答については公開で実施し、その後の審査・採点については非公開で

実施する旨、確認。 

 

２ 応募状況の確認について 

応募者説明会・見学会への参加状況及び応募状況について事務局から報告。 

また、応募団体が暴力団またはその構成員の統制下にある団体でないこと、市

税の納付が確かに行われていることについて確認済みの旨、事務局から報告。 

 

３ 委員会のスケジュール説明について 

（事務局）資料「タイムスケジュール」に基づき説明。 

 

４ 鶴見スポーツセンターの指定候補者の選定について 

(1) 応募団体（横浜市スポーツ協会・横浜エクセレンス共同事業体）によるプレゼ 

ンテーション 

 

(2) 質疑応答 

（委員）鶴見区と中区で指定管理者をやっているようだが、非常時のバックアップ 
体制をどのように考えているのか。 

（団体）バックアップ体制は、18 区すべてのスポーツセンターで取れているわけ 
ではないが、近隣では鶴見川漕艇場を横浜市スポーツ協会が運営しているの 
でいざという時に協力していくつもりである。 

（委員）地域連携について力を入れていく印象を持ったが、スポーツ団体、スポー 
ツ以外の団体への支援、スポーツ相談についてどのように考えているのか。 

（団体）団体支援としては、サークル化やイベント実施については現在もよく相談 
があるので、こういう風に運営したら効果があるのでは等と提案することは 
ある。一般参加者向けの周知の広報協力については即答できないが、団体と 



 

一緒にイベントを盛り上げることにも取り組んでいきたい。 
（委員）施設の公平な利用に向けて、ピクトグラムの促進は大変良いと感じた。 

東京オリンピック・パラリンピック 2020 では統一的なものができていなか 
ったという状況があったので、ぜひ普及してほしい。 

（団体）ピクトグラムについては、横浜デジタルアーツ専門学校と作っているもの 
があり、館内のポスター掲示物の整理とともに普及に取り組んでいきたい。 

（委員）地域連携として、区の記念事業への協力と提案書に書いてあったが、イベ 
ント実施への協力体制をどの程度行っていくか聞きたい。例えばウォーキン 
グマップなどがあれば、様々な事業に活用できると思う。 

（団体）記念事業への協力としては、来年に向けて区制 100 周年の事業が増えてく 
ると考えている。団体からの相談も増えてくると思うので、案件があれば協 
力していきたい。 

（委員）第５期と第４期のコンセプトが異なっているが、なぜ変更したのか。 

（団体）横浜市スポーツ協会内で、スポーツの敷居が高いという意見が出たため見 
直し、未来を含めた「明日」という意味を込めて変更した。誰もが参加しや 
すいスポーツを目指していきたい。 

（委員）構成企業が入ってきた理由はなにか。 
（団体）プロスポーツチームなので、プロに触れる場の提供が可能。年間 250 回、 

そのうち区内で 30 回程度は継続して活動している実績がある。子どもたち 
がプロと触れあう機会を作るということを取り組んでいきたい。皆さんのメ 
ンタルヘルスにも貢献できると考えている。 

（委員）収入で一番多いのが物販事業だが、算出根拠を教えてほしい。 

（団体）レンタル品が多い。レンタルシューズ、ボールなど、手ぶらで来る方が多 
いので、内訳としては物販事業が多くなっている。 

（委員）人口が多い矢向、鶴見中央エリアの区民の利用が少ないと書かれているが、 
それに対して広報強化はどのようにやっていくか。 

（団体）広報強化については、区内全体で増やしていきたいが、特に矢向と鶴見中 
央はまだまだ利用者を増やせるのではと考えており、鶴見中央は川を隔てて 
いることが原因ではと考えている。ティップネスが鶴見中央にあるので、相 
互利用してもらえるように工夫していきたい。ティップネスの料金が高いと 
考える人にスポーツセンターを利用してもらえるように促していきたい。 

（委員）体育館に入るときに上履きへの履き替えが必要だが、汚れを取るマットを 
利用している人は少ないと感じている。いつも利用している人は履き替えて 
いると思うが、それ以外の人は土足のまま入る人もいるので、徹底が必要と 
思う。 

（団体）靴の件については周知しているが、一定数土足で入ってしまう人はいる。 
レンタルシューズの利用を促しているが、利用当日にお金を持ってきていな 
い子ども等に対しては、初回は雑巾を貸して拭いてから利用してもらってい 
る。体育館を長く使っていただけるよう、傷がつかないように、清掃も徹底 



 

していきたいと思う。 
（委員）ティップネスの協力体制が見えづらいので聞きたい。スポーツセンターの 

中でティップネスがやる具体的な仕事を聞きたい。 
（団体）料金が異なる点があるので、ノウハウ、プログラムの向上、スタッフの育 

成面で協力してもらう予定。 
（委員）ティップネスのスタッフが来るわけではなく、ノウハウを取り入れていく 

ということか。 
（団体）その通りである。 
（委員）鶴見区民のスポーツに対する意識の底上げとして、スポーツをやるつもり 

はない人たちへのアプローチを考えていたら教えてほしい。 
（団体）横浜エクセレンスによる地域活動を増やしていくことで、身近な場所で賑 

わいがある場所に出向いてもらうことを進めていきたい。あわせて、スポー 
ツセンターでも賑わいの場を創出していくことで、スポーツセンターに近づ 
いてきてくれる人たちを増やしたい。無関心層には広報をしてもなかなか届 
かない。そのため、横浜エクセレンス創設以来の５年間、地域に自分たちか 
ら出向くことを取り組んできた。横浜エクセレンスの試合を観に来てほしい 
ということよりも、地域のための力になりたい、高齢者も増えているので、 
自分たちから近づいて交流していき、巻き込んでいきたいという思いがあ 
る。 

（委員）スポーツセンターへなかなか行けない人向けに、スポーツを親しんでもら 
う取組として地区センターと連携していくことは可能か。 

（団体）第４期指定期間も地区センターやケアプラザへの派遣指導は実施してい 
る。そこに今後は横浜エクセレンスも加わって取り組んでいきたいと考えて 
いる。 

（委員）私はヨコハマさわやかスポーツ普及委員会の１期生で、スポーツセンター 
の竣工にもかかわった。５年前に大きな地震があり、選定委員会で避難訓練 
をやってほしいと提案した。いろいろな季節、状況で地震が起こることを想 
定して実施してほしいと伝えたが、きちんと提案書に書いてあった。障害の 
ある方に関わる立場としては、救急救命の資格も持っているだけでは意味が 
なく、実践が大切と感じている。参加者や選手の中にお医者さんや看護師が 
参加していると心強い。会場の入り口に「医者や看護師の資格のある方、い 
らっしゃいますか」と参加者に向けて掲示することを提案したい。また、自 
身が障害者向けにイベントを企画しており、ボッチャを借りたいと相談した 
ところ、１つしかないから早い者勝ちとの回答だった。ボッチャの備品は高 
いのは承知しているが、スポーツセンターでもう１、２台買ってもらえると 
有難い。 

（団体）壊れた物などは計画的に買い替えていく。地域にボッチャの備品があれば 
良いという話は出ていたが、値段が高いので、ご意見としては承りたい。予 
約が重なってしまった際は、協会のネットワークで対応していきたい。 



 

横浜エクセレンス側でボッチャの備品を購入して持っておき、障害者と一緒 
に触れ合う企画を実施することは可能だと思うので、課題感を一緒に解決し 
ていきたい。 

 

(3) 財務状況の報告 

応募団体は健全な財務状況である。問題なく事業運営が可能。 

 
(4) 意見交換 

（委員）代表団体の横浜市スポーツ協会は現指定管理期間の実績もあり、利用者と 
しては熱心に対応してもらっているため、利用しやすい印象。 

 

(5) 審査結果 

各委員の採点結果を集計し、最低基準点を満たしている。 

「横浜市スポーツ協会・横浜エクセレンス共同事業体」 

委員合計 1,225 点中 1,081 点、委員会評点 245 点中 216 点 

 

(6)  講評 

   応募団体は、代表団体の現指定管理者としての経験を十分に活かし、施設運 

営への深い理解に基づいた提案を行っていた。提案書は全体としてよく準備さ 

れ、前向きでまとまりがあり、現場を熟知した団体ならではの実効性の高い内 

容となっていた。日頃から協力的で丁寧な対応を続けている点は、利用者満足 

度の向上に寄与する重要な要素であり、安心して運営を任せられる。また、代 

表団体のこれまでの実績は高く評価でき、新たな取り組みを加えようとする姿 

勢も前向きであった。 

一方で、自主事業における収益確保については、やや実効性に不安が残るた 

め、今後の具体的な改善策や持続可能な施策の構築が必要と考える。 

資 料 
・ 

特 記 事 項 

１ 事前配付資料 

  提案書類（黒塗り）、仮採点表 

２ 当日配付資料 

次第、タイムスケジュール、本採点表 
 


